”美術館”

"ゴリアテのダイヤモンド"

ガードマンA：隠しカメラのチェック
ガードマンB：異常なし
ガードマンA：エネルギーカーテンのチェック
ガードマンB：異常なし

ガードマンA：セキュリティはバッチリだ
             誰もゴリアテに近づけられない
             行くぞ
スパイディ：守る必要なんてない
　　　　　　ゴリアテのダイヤモンドを近くで見てみよう
            ここを出る前に

            これは世界最大級のダイヤモンドだ
　　　　　　おっと、クモ感覚が反応した
　　　　　　何かがおかしい…
            警報だ！

警官A：スパイダーマンだ！
警官B:ダイヤモンドを盗んだな？

"ゴリアテのダイヤモンド"

警官A：どこにいようが撃つからな！

スパイディ：ごめんね、でも行かなくちゃ！
            開けてくれてありがとう！

警官A：奴を追え！キミは後部！俺は正面！

男（砂）：私の役目はこいつを壊すこと
　　　　　それがサンドだ！
          これは私のだ… そして彼のせいになり、罪は被るだろう

ジェイムソン：デイリービューグルは、ゴリアテのダイヤモンドから
　　　　　　　慈善興行（ｼﾞｾﾞﾝｺｳｷﾞｮｳ）に収益（ﾘｴｷ）を全て与えます
　　　　　　　お気に入りのチャリティーに

無名カメラマン：偉大には見えないけど…
ベティー：広報だけの事ですから

書き込む記者：ダイヤモンドが盗まれる危険性については？
ジェイムソン：とんでもない！
（電話）
ジェイムソン：すいません、少々お待ちを
              誰が？スパイダーマンに？
　　　　　　　なんだと？ダイヤモンドを盗まれた？
              何故それを…警察を呼べ！
　　　　　　　FBIでも！海兵隊でも！




ピーター：ふぅ！危機一髪だった！
          しかし、どうして警報が鳴ったのか知りたいな！
　　　　　ジェイムソンに確認してもらおう
　　　　　何か聞いてるかも


ジェイムソン：ウェブヘッドが捕まるまで待ってくれよ！
ピーター：スパイダーマンはダイヤモンドを盗めなかったんだろう？？


ジェイムソン：違うぞ？これをよく見なさい！
              スパイダーマンが悪事を働いているところを監視カメラがとらえたんだ！
              手紙もあるから、よく聞け！
              "ゴリアテのダイヤモンドを取り戻したければ、
              100万ドルをオーチャードビーチに運べ
              今夜10時半 1人で来るように"
              そしてここに大きくSのサインがある！
              Sと言ったらスパイダーマンだ！

ピーター：そうとなると、
          この問題から抜け出すにはちょっと無理があるのではありませんか？


ピーター：早すぎか…遅すぎか…

ピーター：1人もいない…

          多分JJ、考えを改めたと思う。
          うーん・・・面白いじゃない・・・
　　　　　形が分かる！…調査する必要がある！
          サンドマン
サンド：こいつには数百万ドルの価値があるんだ、スパイダーマン！
　　　　この私を倒しても無駄な事だ！
ピーター：それはどうかな！…OK、サンド！
          100万ドル、どうもありがとう！
（警察のサイレン）
サンド：ジェイムソン、警察を連れてきたな？

ジェイムソン：いたぞ、スパイダーマンだ！
              ダイヤを持っている！捕まえろ！

警官C：よーし、スパイダーマン！
       無駄な抵抗はやめるんだ！

スパイディ：サンドは強盗犯だ！
            あっちに逃げてるよ！

ジェイムソン：貴様、うまいこと言ったつもりか？
　　　　　　　みんな見てるんだぞ？

Bパート


ジェイムソン：そのダイヤを返してもらおうか！
スパイディ：キミがサンドマンを追いかけないなら
　　　　　　私が追うよ！


警官C：銃が！
警官D：うあっ！

ジェイムソン：やつを止めろ！逃げてしまうぞ！
スパイディ：すぐ戻ってくるよ！サンドマンを見つけるために！
ジェイムソン：戻ってこい！貴様はウェブヘッド泥棒だ！
警官D：まあ無事にダイヤが戻ってきたんですからいいでしょうジェイムソンさん
ジェイムソン：岩だ！騙された！

サンド：騙された…まるでジェイムソンが詐欺をしてるみたいだ
        しかしダイヤモンドはまだ私の手元にある
        さて、ジェイムソンに二重取引をする必要がある

ジェイムソン：200万ドル？なぜ二重なのだ！
ピーター：そのメモになんて書いてあるんですか？
ジェイムソン：岩の採石場に来てくれと 1人で
ピーター："お金か他の物を持ってこい"だって
ジェイムソン：他の物か、悩むなぁ…
              なぁピーター
              ちょっと手を貸してくれ ちょっとだ！
              岩の採石場に向かうんですか？
　　　　　　　キミは利口な少年だからな！
              さあ、ワシの指示に従ってもらうぞ！

ピーター：サンドが200万ドルを集めるなんて 粘り強い取引だな！
          接着剤で止めれば 私の仕業だと気づくだろう

サンド：スーツケースだ！
        さあこれでお金に困らなくて済むぞ！
        トリックじゃないか…スパイダーマン！
スパイディ：その通り、今度こそダイヤモンドを取り返すよ？
サンド：そんなに言うなら、とってみやがれ！
        ストライク！
スパイディ；バスケットボールを被せてやる！
            砂男と砂の区別がつかない どこかにいるはずだ
　　　　　　OK、サンドマン！後押しの準備をしろ！
サンド：捕まえた！さあ、用事を済まそう！
        共にボール遊びをしないものは、彼の頭に岩がなければならない！
        私のクモ感覚は…
        違う競技をしよう、スパイダーマン！

スパイディ：座ってる場合じゃなかった！
　　　　　　足が…取れない！
　　　　　　サンキュー、砂男！
            君のおかげで自由になったよ！

サンド：次は必ず 地獄に落とす！
        水だ！びっしょり！
        これじゃあ動けない！

スパイディ：それがキミの弱点なんだね？
サンド：やめろ！やめろ！

スパイディ：いいよ？ダイヤモンドをくれたらね！
サンド：衰弱していく…
スパイディ：諦めろサンド！もう役目は終わったんだ！
　　　　　　感謝するよサンド！
            湿気のある未来があんたを待ってるよ、サンドマン！
警官C：ねっとりした砂男 お世辞は結構
       親愛なる隣人スパイダーマン
            
ピーター：はい皆様
          スパイダーマンが自分の巣をカタパルトに替え！
　　　　　砂男を水槽に飛ばしたところを、この私が目撃しました！
　　　　　それから スパイダーマンがホースを　砂男に向けて…

ジェイムソン：スパイダーマン、スパイダーマンって！！
              全部スパイダーマン！
              そんなにすごい戦いだったんならパーカー、
　　　　　　　写真はどこにある？

ピーター：えっと、最高でしたが…！撮り忘れました！

ジェイムソン：この場でハッキリと申します！
　　　　　　　15歳の少年にこの仕事は任せられません！

END
　　　　　　　